
富 岡 町 に 暮 ら す 人 と 人 、

人 と 町 の 話 題 を つ な ぐ 情 報 誌

2021年11月11日、東日本大震災で犠牲になられた方々の慰霊、コロナウイルスの

早期収束を願って「鎮魂・厄除け花火」が開催されました。写真は、町の高台に

あるとみおかワイン葡萄の圃場から撮影。富岡漁港から600発の花火が打ち上げら

れ、夜空を彩りました。

鎮魂・厄除け花火 〔2021.11.11〕
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日の出前にもかかわらず、漁港に続々と人が

集まってきました。土日祝日を中心に運行し

ている海釣り船に乗る人達でした。

今年になって、「海を訪れている人が結構いるなぁ」と意識するように
なりました。
2019年7月に富岡漁港が再開して2年。また今年5月には富岡駅西側
と、東側の浜街道を結ぶ町道が整備され、漁港・海岸への往来がより
しやすくなったりと、人と海の距離が近くなったのを感じています。
富岡の海を訪れる人たちはどこから来て、どんな思いで海を眺めてい
るのか。お話しを聞いてみました。（2021年8月28日取材） 4:00
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【けんちゃん】　―相馬市出身・相馬市在住
「今日は船に乗って海釣りに。相馬沖よりよ
く釣れるので、ここに来てんの。昔はそれほ
ど釣れなかったけど、今は大きい魚がたくさ
ん釣れるよ。漁船がいないからかもね。」
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 5:05
日の出。サイクリング・ランニング・散歩を

する人の姿が増えてきました。

【館下さん】　―富岡町出身・富岡町在住
「生まれは岩手県の宮古で、マグロ船の漁師
しでだの。魚屋の手伝いしてた奥さんもらっ
て、（防潮堤の東側を指差して）あそこさ、
いだの。（避難生活中）おっかぁとは特別話
さなかったけど、「元気でやっていこうね」っ
ては言ってだね。病気で、避難してた郡山で
亡くなったんだけど。富岡には 2ヶ月前に
帰ってきたばっかり。暑いがら日中はなんに
もしてねぇ。出て歩くのは買い物っくれ。あ
と涼しい時は海さ来て散歩して。富岡に戻っ
てきて・・・いいど思ってる。もっと早く戻っ
てきたらいがったなぁと思った。」

▲朝の散歩をして、防潮堤から朝日を眺める館下さん

【池田さん】　―東京都から単身赴任・富岡町在住
「今朝目覚めたら久しぶりに晴れていたから
自転車できました。海にはよく来ます。震災
以前も出張で来ることありましたが、町の印
象は特になくて。とみおかアーカイブ・ミュー
ジアムで震災前の町のことを知りました。
釣りやサーフィンをする人も増え、自転車や
ウォーキングする人は年配の方も多いです
ね。震災直後からは想像もつかない景色・状
況に復興していると感じています。」

▲サイクリング・ランニング・散歩している皆さんと
　コーヒーを飲みながらお話ししました

【匿名】　―茨城県出身・富岡町在住
「今年から設備管理の仕事で富岡に住んでま
す。富岡の暮らしは正直、買い物するところ
もモールしかないし、コンビニも24時間じゃ
なくて困りますね。
趣味のサーフィンもできなかったら、転職を
考えたかも（笑）
平日は仕事終わりに乗りにきて、土日は丸一
日乗ってることが多いです。岩沢（広野町）
とか北泉（南相馬）行くこともあるけど、富
岡いいっすよ。今日は地元の仲間も呼んで、
乗ってます。」

【齋藤さん】　―県外出身・富岡町在住
「社会人になってから運動不足だったので、
今日はランニングに来ました。自宅から走っ
て海まで来られるのは最高ですね。
富岡には仕事で昨年末に来ました。東北支社
勤務が決まったときは、せっかくなら復興に
携わる現場に入りたいと思いました。他の地
域では経験できない、意味ある仕事ができて
いると感じています。」

▲砂浜を軽やかに走る齋藤さん

 10:00
海水浴等のレジャーを目的とした人の往来が

多くなってきました。

【匿名】　―郡山市在住・観光目的で富岡町へ
「クラシックカー好き仲間でサーフィンと
BBQしに来ました。サーフィン初心者には
富岡の海すごくいいの。今日は晴れてて最高
だね。」

▲漁港駐車場にクラシックカーがずらり
　レアな光景に出会いました

【夫婦・高校生２人の４人家族】
　―栃木県在住・観光目的で富岡町へ
「震災前に富岡や四倉の海に来ていて、『今ど
うなっているのかな』と思って１０年ぶりに
足を運んでみました。津波で、駅やロウソク
岩など、景色が変わってしまっているけど、
海は綺麗だし漁港近くもきれいになっていて
嬉しいです。夜の森の夏祭りやリフレにも来
ていました。祭りは地元感があってよかった
けど、まさか震災の前の年に来たのが最後に
なるとは…。でも、今日来れてよかったです。」

▲この日の海はこの夏いちばん活気がありました

 12:00
海岸近くで BBQや昼食をとる人の姿も見受海岸近くで BBQや昼食をとる人の姿も見受

けられました。けられました。

【子連れ家族２組】
　―郡山在住・レジャー目的で富岡町へ
「郡山から毎週キャンピングカーで海水浴に
来てます。富岡の海は駐車場から海岸が近く
て、海に入っている子どもにも目が届く。空
いているしきれいだし、最高の海です。震災
前はサーフィンに来ていて海の様子は知って
いたので、今は家族で来るようになりまし
た。」
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 13:00
釣り船が帰ってきました。この日はマダイや

イナダが釣れたとのこと。

【匿名】　―県外出身・富岡在住
「お休みの日に子どもとのお散歩コースのひ
とつとして海に寄ることは結構あります。車
から眺めるだけのときもありますし、天気が
いい日には砂浜まで下りて遊ぶこともありま
す。去年くらいから同じく子連れの人が遊ん
でいる姿を見かけるようになりました。」

▲足だけ海に入って楽しむ子どもたちの姿

【匿名】―横須賀市から単身赴任・富岡町在住
「散歩で毎日海に来てます。今日は天気がい
いので夜に星の写真を撮ろうかなと思って下
見に。夜は釣りしている人も結構いるよね。」

 18:15
日没。すっかり暗くなっていましたが、夜釣

りをする人が少しずつ集まってきました。こ

の日は日没時5組が漁港で釣り糸を垂らして

いました。

▼日没の海。日の出前〜日没まで、海のさまざまな表情を
見ることができました

富岡の海を訪れる
人たちの目的

2021.8.28／116名の回答
その他は、取材していることを
知って駆け付けた人

毎週末海に出ている釣り船

の船長曰く、「今日は特別人

手が多い」とのことでした。

活 気 の あ る 海 に 出 会 え て、

嬉しい 1 日でした。
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発行 「一般社団法人とみおかプラス」は 2017年に富岡町のまちづくり会社として設立しました。
富岡のまちづくりに熱い思いをもつあらゆる人々との協働のもと “未来に向けたまちづくり” を主導していきます。

I N F O R M A T I O N

とみおかだましい

富 岡 魂【生酒・火入れ】

福島県オリジナル酒造好適米「福乃香」を
使用した純米大吟醸酒。スッキリした口当
たりで、飽きのこない味わいを楽しめる。

醸造元 人気酒造株式会社

一般社団法人

今年の新酒ができました！
富岡町産の福島県推奨米・福乃香でつくる純

米大吟醸「富岡魂」。2021年に生産された

お米を使用した酒が出来上がってまいりまし

た。昨年同様、生酒と火入れの2種類用意して

おります。

2022年1月下旬に、町内にて新酒お披露目・

販売会を開催予定です。お楽しみに。

事務所を移転します
とみおかプラスは2017年の設立からこれまで、さくらモール内に事務所を

構えておりましたが、移住定住相談窓口開設に伴い、事務所を移転すること

となりました。

新事務所は富岡町中央・月の下交差点から東側に100mほど、富岡第一小学

校跡地向かい側です。印象的な外観に見覚えのある人が多いのでは。元・竹

村写真館様の建物を利用させていただくことになりました。

2022年2月より新事務所での営業を開始いたします。ぜひお気軽にお立ち

寄りください。

〈新住所〉富岡町大字小浜字中央３３８番地

▲新事務所外観 画像左側、ガラス張りの部分が　　
　事務所入口になります


